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東
京
新
聞
　
2017

年
4
月

20
日
付
夕
刊
よ
り
転
載

【
咸
興
（
北
朝
鮮
東
部
）
1
1

乗
っ
た
。
幼
い
頃
、
父
が
働
い

時
事
】
第
二
次
大
戦
後
の
混
乱
て
い
た
朝
鮮
半
島
北
東
部
に

期
に
日
本
に
帰
国
で
き
ず
、
北
住
ん
で
い
た
が
、
父
は
一
九
四

朝
鮮
に
残
留
し
た
と
い
う
女
性
四
年
に
出
征
。
戦
後
、
家
族

（
八
四
）
が
十
九
日
、
北
朝
鮮
東
部
が
病
死
し
た
り
、
生
き
別
れ
た

の
咸
興
で
日
本
記
者
団
の
取
材
り
し
た
た
め
、
咸
興
の
地
元
民

に
応
じ
た
。
女
性
は
「
父
母
の
に
引
き
取
ら
れ
た
。
現
在
は
、

墓
参
り
を
し
た
い
」
と
語
り
、
咸
興
の
集
合
住
宅
で
孫
娘
と
そ
ず
さ
ん
だ
。

日
朝
関
係
の
改
善
と
早
期
帰
国
の
夫
、
ひ
孫
と
暮
ら
し
て
い
残
留
日
本
人
の
帰
国
問
題

は
、
二

0
一
四
年
五
月
の
ス
ト

の
実
現
を
訴
え
た
。
健
康
状
態
る
。

は
良
く
、
両
親
の
出
身
地
で
あ
取
材
は
自
宅
で
行
わ
れ
、
女
ッ
ク
ホ
ル
ム
合
意
で
、
北
朝
鮮

る
熊
本
県
で
暮
ら
す
親
戚
と
手
性
は
「
日
本
に
帰
国
し
た
い
気
が
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

紙
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
と
持
ち
は
あ
る
が
、
簡
単
に
行
い
た
。
合
意
後
、
北
朝
鮮
が
残

話
し
た
。

け
る
状
況
で
は
な
い
。
朝
鮮
留
日
本
人
と
さ
れ
る
人
物
を
公

北
朝
鮮
当
局
が
残
留
日
本
人
と
日
本
が
こ
れ
か
ら
近
い
国
に

下
に
し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
。

ソ
ン
イ
ル
ホ

の
取
材
を
認
め
る
の
は
異
例
。

な
る
こ
と
を
願
う
」
と
語
っ
宋
日
臭
・
日
朝
国
交
正
常
化
交
’

拉
致
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
で
た
。

渉
担
当
大
使
は
十
七
日
、
拉
致

日
本
と
の
対
立
が
続
く
中
、
残
日
本
語
を
話
す
機
会
は
な
問
題
に
つ
い
て
「
誰
も
関
心
を

留
日
本
人
問
題
を
対
話
の
糸
口

y
、
日
本
語
で
の
意
思
疎
通
は
持
っ
て
い
な
い
」
と
厳
し
い
態

に
す
る
狙
い
が
あ
る
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「父屈の墓参りしたい」
北朝鮮残留H本人女性訴え

心ご国翌ヨ曇
19日、北朝鮮東部の咸興で日本記者団の取材に
応じる、北朝鮮に残留したという女性＝時事
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タンゴ歌手・藤沢嵐子と大連 
―≪大連体験≫を決して口にしなかった嵐子に思う― 

 
                             大類善啓 
 
この原稿は、2014 年春に発行された日本タンゴアカデミーの機関誌「Tangolandia」に、 

≪嵐子よ、安らかに眠れ―「大連体験」を昇華した藤沢嵐子のタンゴに思う―≫というタイトルで 
掲載したものである。つい最近、タンゴダンスを始めたという人にこの拙文のコピーを送

る際読み返したところ、本誌の読者にも興味がある内容ではないかと思った。 

大連からは多くの引揚げ者がいて、いろいろ体験談なども書かれているが、藤沢嵐子は、

「大連のことを決して口にしなかった」ということも、一つの大連体験の貴重な表現では

ないかと思い、本誌の読者に提供してみたかったのである。 

当初、少しは本誌のために修正しようかと思ったがその余裕もない。本誌の読者は、本

稿がタンゴ研究家や愛好家を対象にする機関誌に、今から３年ほど前に書かれたものであ

ることをくれぐれも頭に入れてご笑覧いただければ幸甚である。 

 

はじめに 
藤沢嵐子が昨 2013 年夏、亡くなった。享年 88 歳。訃報記事が大手の新聞に、また追悼

記事が日本タンゴアカデミーの機関誌を始めいくつかの専門誌や冊子に掲載され、偉大な

タンゴ歌手を悼む言葉が綴られていて私も共感する内容だった。しかしそこには、旧満洲

での体験、とりわけ大連でのことはまったくと言っていいほど触れられてはいなかった。 
確かに、嵐子は大連のことを語ることはなかった。長年、嵐子のそばにいたギタリスト

の河内敏昭さんや、付き人のように付き添っていた河内夫人にも決して大連のことは話さ

なかったという。タンゴ解説者の故・蟹江丈夫氏もかつて私に、何度も嵐子に大連のこと

を聞こうとしたけど、「もう大連のことは思い出したくもない」と言って堅く口を閉ざした

という。蟹江は「それだけ大連のことは思い出すのも嫌だったんでしょうね」と私に語っ

たことがあった。 
思い出したくもない大連での出来事。語ることを拒否した大連の体験。しかし、藤沢嵐

子という人間だけではなく、タンゴ歌手・嵐子を語るには、大連での体験は欠かせないも

のだと私は思っている。「それはお前さんの思い込みだ」と囁かれるのを重々承知の上で、

私はそのことについて書いてみよう。 
 

故郷を離れるということは・・・ 
その前に、なぜそれほど私が嵐子の大連体験にこだわるのかを説明したい。それには、

どうしても自分のささやかな体験を語らないと納得されないのではないかと思い、少々私

タンゴ歌手。籐沢嵐子と大連

-<大連体験>を決して口にしなかった嵐子に思う一

大類善啓

はじめに

故郷を離れるということは。。。
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の体験話に付き合っていただきたい。 
1968 年の夏から翌年の４月初めまで、私はヨーロッパに遊び、中東やアジアを回って帰

国した。このささやかなヨーロッパ体験は私にとって、言葉の本当の意味で、日本やナシ

ョナリズム、アイデンティティについて語ること、考えることの出発点になった。例えば、

国際主義ということも、観念のレベルでなく、本当に実感レベルで考える契機になったの

である。 
 一番長く滞在したのがポーランドだった。と言っても半年ほどの滞在である。そのポー

ランドで 1968 年の夏、菊地昌典と話す機会があった。菊地は、学生時代から私が畏敬する

歴史家だった。マルクス主義的な世界観を持ちながらも、当時のソ連体制に批判的視点を

確固として持っていた。 
 
重要な決定的な体験とは 

 ワルシャワでのその日、小さなホテルの食堂で昼食を取っていると、そこにポーランド

人と話している菊地がいた。そのポーランド人が私を日本人と認め、菊地と話をすること

になった。無聊をかこっていたのか菊地はその晩、私に部屋に来ないかと誘ってくれた。

ちょうど「プラハの春」がソ連東欧軍に弾圧された直後、1968 年の夏のことである。 
その時、今は亡き菊地がこんな話をした。 
「その人の人生にとって重要な時期にその場所にいるかいないか、ということはその後

の人生や思想的な営為にとって実に大きく、決定的な意味を持つ」。菊地はそう言いつつ、

ある日本人のフランス文学者の話をした。この人も、もう故人になっている。仮にＭ氏と

しておこう。Ｍ氏の著作はその後私も読んでそれなりに共感することもあったが、菊池は

その時、こう言った。 
「Ｍは戦後すぐフランスに行き、ずっと長くパリに滞在した。しかし彼の書いたものを

読んでも、然るべき日本の人たちは評価しませんよ。焦点がずれている。呆けている。な

ぜか。日本で何が起こっているのか、その何かを見ていない。その時、日本にいて体験し

ていない。決定的な時にその場所にいないということは、とても大きいことなのだ。そう

いう意味で、来たるべき日本の 1970 年は、極めて重要である。その時点に日本にいるかい

ないかは重要な考え方の機軸になるだろう」と語った。 
このような趣旨を述べて、「予想される 1970 年の安保闘争は、60 年安保闘争の縮小再生

産か拡大再生産かに過ぎない。思想的な転換点にはならないだろうと思う」という私の考

えに、菊地はＭ氏の例を挙げて反論したのである。 
 
嵐子にとって大連とは 
菊地にとってＭ氏は、世間的にはパリに滞在する著名なフランス文学者だろうが、思想

的には語るべきほどの文学者でなかったのである。長く日本を不在にしている男が日本に

ついて語ったり書いたりしていても、いやフランスについて書いたとしても、菊地にすれ

重要な決定的な体験とは

嵐子にとって大連とは
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ばそれがいかほどのものなのか？ という程度に過ぎないのである。 
菊地の言葉をもっと敷衍して考えると、「その人にとって重要な時期と思われる時に、そ

の場所にいるかどうかは、その後の思想や行動に決定的な意味を持つ」というふうに言え

るのだった。 
そういう意味で、藤沢嵐子にとって敗戦後の大連は、その後の彼女の人生や、タンゴ歌

手にとって決定的な意味を持っている、と私は考えるのである。 
 
アイデンティティーとは何か 
当時ワルシャワから１時間ほどの距離にあるウッジ市に、私より一回りほど年長のスラ

ブ考古学を学ぶ 30 代の研究者がいた。今の私なら、日本人でスラブ考古学を研究するなん

て面白い人もいるものだと肯定的に捉えるだろう。 
しかし、前述のナショナリズムやアイデンティティなどについて考えていると、なぜ日

本人がスラブ考古学を学ぶのか、その内的必然性が私には皆目、理解できなくなったので

ある。日本人なら、その拠って来たる日本の歴史や民族性、民俗や習慣などの文化を研究

することならわかる。日本人としてのアイデンティティを追求する意味で、しごく尤もな

ことだと思う。それがどうしてスラブ考古学なのか。 
ポーランドを離れる直前にその人とそんな議論をした時、彼は「貴方はなぜそんなに日

本にこだわるのか」と言われ、「貴方の論理を突き詰めると私の存在は否定される」と言わ

れた。それで私はこの議論を止めた。 
思想的にも閉ざされていると思えたポーランドを離れて、当時の西ベルリンに着き、『ベ

ルリン・ドイツオペラ』でワグナーの楽劇を観たり、東ベルリン（まだ≪ベルリンの壁≫

があった時代だ）に行き『ベルリナー・アンサンブル』でブレヒトの芝居などを見るにつ

け、ますますそのような思い、即ち、自己の民族的な感性などを抜きに真に芸術的表現は

難しい、という思いを強くしたのだった。 
高校時代から俳優座で千田是也演出のブレヒト作品を見ていた私にとって『ベルリナ

ー・アンサンブル』のブレヒト劇は衝撃だった。言葉がわからなくとも、その緊張感あふ

れる舞台は日本にはないものだった。 
所詮、日本人がワグナーを歌ったり、ブレヒトの芝居をやってもたかがしれたもの、そ

れは単なる物真似じゃないか。ヨーロッパ人のように歌うことも演じることもできないだ

ろう。その核心に迫ることはできないのではないか、と思ったのである。 
 
たった一度の嵐子と私の会話 
そんな思いを懐いて帰国して２年後の 1971 年だったか、湯沢修一が主宰するタンゴ鑑賞

会「すいよう会」に参加した。ある日、藤沢嵐子が出演し歌った。歌い終えた嵐子に会う

べく勇気を出して控え室を訪れ、「タンゴを歌うということに疑問をもったことはないか」、

といった前述のような思いを嵐子にぶつけた。 

アイデンティティーとは何か

たった一度の嵐子と私の会話
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嵐子は私の言葉を聞き、こう答えた。「私も何度か悩み、聖書を読んだりしました」。そ

の時嵐子は、まだキリスト教の洗礼を受けていなかったのではないかと思う。 
そうか。アルゼンチン生まれのタンゴを歌うことに、日本人である嵐子は本当のところ、

歌うことができるのか、ブエノスアイレスの人々の心情に添うことができるのか、嵐子は

悩みに悩み、キリスト教の聖書を読んでいたのだと思った。単なる流行歌手のような歌い

手ではなく、本物の歌手であるからこそ、彼女はタンゴの核心にどう自分が迫ることがで

きるのかと悩んでいたのだとわかり、さすが嵐子、と思ったものだった。 
周知のように、嵐子は上野にある東京音楽学校（現・東京藝術大学）を中退し、父が勤

めていた会社がある「満洲」の瓦房店
が ぼ うて ん

に、母と末の弟と一緒に渡った。 
瓦房店（中国東北部、大連から北東 100km ほどのところ）に着いたのは昭和 20 年、1945

年の元旦だった。＜満州―ニラの匂い。母はすぐ父とけんかをはじめた。「どうして、こん

な臭い、不潔なところへ連れてきたの！」＞。嵐子は続けてこう書いている。＜やがて戦

争は終わり、日本は負け、瓦房店の工場は接収されて、父は仕事がなくなった。その時か

ら家計は私がみなければならなかった。＞（『カンタンド タンゴと嵐子と真平と』） 
 
敗戦で一変した日本人の地位 
1945 年 8 月 9 日のソ連参戦、続く日本の敗戦は、たちまち攻守ところを変えた。日本の

傀儡国家『満洲国』は瞬時に崩壊した。威張り散らしていた日本人たちは狼狽した。中国

人や朝鮮人を見下していた日本人は、自分たちが拠って立つ根拠を失った。天国が地獄に

変わった。 
それでも大連をはじめ、ハルピンや新京（長春）、奉天（瀋陽）などの大都会にいた日本

人はまだよかったといえるだろう。ソ連との国境沿いに入っていた「満蒙開拓団」の人々

の惨状はそれこそ「筆舌にし難い」ものだった。 
日本の敗戦によって嵐子の父親は失職した。嵐子は家族を養うため、大連のダンスホー

ルや音楽喫茶で歌い始めた。 
 
「大連、思い出すのも嫌！」 
大著『大連・空白の六百日』を書いた富永孝子は 1931 年 9 月生まれ。大連で敗戦を迎え

たのは 13 歳、もうすぐ 14 歳になる頃だった。嵐子は 1925 年７月生まれ、ほぼ６歳ほど年

下である。彼女はこの著作を書くために、当時大連にいた多くの人々を取材した。男たち

の多くは取材に応じてくれたが、女性たちは取材を拒否する人が多かった。大連でのこと

は話すのも嫌だったのだ。富永に聞けば、その筆頭が藤沢嵐子だったと言う。 
それでも電話口に出た嵐子は、富永孝子の母親がロシア料理が得意で、ロシア人将校た

ちが集うレストランで料理を教えたこともあると話すと、やっと口を開き話し出した。 
「なんて名のダンスホールか忘れましたが、正午から四時まで歌えばよいというので引

き受けました。ドレスもなく、大急ぎで母の着物をほどき、手縫いのブラウスで舞台に立

敗戦で一変した日本人の地位

「大連、思い出すのも嫌！ 」
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ちました。でも、あの時代って私、思い出すのも嫌ですねェ」（『大連・空白の六百日』）。 
 かつて旧満洲関係のシンポジュウムに参加した時、パネリストだった作家のなかにし礼

（牡丹江出身）や毎日新聞記者だった故・岩見隆夫（大連出身）ら男たちは、嬉々として

敗戦後の大陸での生活を語った。少年だった彼らは、家族のために街に出ていろんなもの

を売り、家計の足しに役立った。少年たちは生き生きとして動き回っていた。 
 しかし少女たちは違った。進駐してきたソ連兵は暴虐の限りを尽くした。日本人の家に

押し入り、目ぼしいものを略奪する。女たちはソ連兵が来るとわかると、すぐに押入れに

隠れたり屋根裏に潜んで彼らが出て行くのをじっと耳をすまして聞いていた。 
ソ連兵に辱しめを受けた女性たちもいただろう。自分がそのように遭わなくとも、そん

な光景を見せられたり、聞いたことがあるだろう。 
 富永孝子は私に言うのだった。「私より４つ５つ上の女性たち、お嬢さんで育った人たち

は大変だったと思います」。前述のように富永は敗戦時、満１４歳になる少し前、まだ少女

といえば少女である。しかし嵐子は２０歳、もう女である。 
 嵐子も怖い目にあったかもしれない。直接被害に遭わずとも、聞くに堪えないようなこ

とをたくさん見聞きしたはずである。彼女が「もう大連のことは思い出すのも嫌だ」と言

うのは痛いようにわかる。 
  
 タンゴは過去を背負っている 
周知のようにタンゴの歌詞はほとんどがハッピーエンドで終わらない。その多くは愛す

る女に裏切られたり、悲惨な目にあったり、苦労した男の話が多い。まさに人生のドラマ

を詠っている。今や伝説的タンゴダンサーとも呼ばれるカルロス・ガビートは私に、「タン

ゴは人生を背負っている。追憶でできている」（『ダンスファン』2003 年１月号）と語った

が、まさにタンゴは「過去を背負っている」のだ。 
 年を重ねるごとに、嵐子のタンゴはますます、人々の胸に迫ってくるように聞こえる。

まさに「人生を歌っている」と言っていいだろう。 
河内敏昭に聞けば、嵐子は未練たらしいことは本当に言わなかったという。歌手を引退

し、タンゴの世界から離れ、新潟県の長岡市に移り住んだが、タンゴ関係者に会おうとし

なかった。例外的に会うことはあったようだが、これまで付き合っていた人たちとはきれ

いさっぱり交際を絶ったという。未練もなく実にさっぱりとした潔さだったようである。

過去に執着しないさばさばした性格なども、何もかも一切捨てて中国大陸から帰国した引

揚者たちに共通するように思えるのだ。そんなふうに考えるのは私の偏見だろうか。 
 
二つの大地（日本と大連）に引き裂かれた嵐子 
タンゴはイタリアやスペイン、東欧のユダヤの移民たちが創り上げた歌であり音楽であ

る。嵐子も広い意味で、「満洲」に渡った「移民」の末裔とも言えるだろう。映画作家の羽

田澄子や山田洋次らにとっては、旅順や大連が「故郷」と呼べるような位置を占めている。

タンゴは過去を背負っている

二つの大地（日本と大連）に引き裂かれた嵐子
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しかし嵐子にとって大連は「故郷」とは呼べない。 
どっちつかずの大連。思い出すのも嫌だという大陸での思い。過去を葬りたい、封印し

たいという思いは、芸術家であればこそ、精神分析的な意味でどこかで≪昇華≫しなけれ

ばいけない。そうしなければどう生きていけばいいのだろうか。 
嵐子の最初の著作である『タンゴの異邦人』を読むと、ロシタ・キロガに触れてこんな

文章が出てくる。アルゼンチンでビクターレコードの支配人が招待してくれた別荘でのア

サードの時である。 
「私が前からぜひ会ってみたいと望んでいた、その昔の名歌手ロシタ・キロガを招待し

ておいてくれた。この時、キロガ女史は、自分でギターを弾いて歌ってくれた。けれど自

分はもう歌には何の興味もない。タンゴ歌手であった過去を思い出したくもない、と言っ

ていた」 
まるで晩年の自分のことを語っているように思えないだろうか。 
 
タンゴに過去の思いを込めた嵐子 
嵐子はタンゴ歌手である。タンゴ歌手とはただ歌詞を唄うだけでない。感情を込めて歌

わなければ聴く人を感動の渦に引き込むことはできないだろう。嵐子は日本のファンだけ

でなく、ブエノスアイレスの人々をも虜にしたという。それこそ決して語らなかった大連

での人生、心の内に封印した思い、その痛いような想いをタンゴに昇華したと言えるので

ないだろうか。 
語りたくない大連、嫌な大陸での思い出。しかし、それに繋がる心の底に眠る無意識の

思いまで封印することはできない。嵐子はその思いを封印できずにいた。心の奥底に眠る 
大連での諸々の思い、語りたくない過去、思い出したくもない心模様、しかしだからこそ、

タンゴを歌う感情の中に、それを昇華し表現にまで高めることができたのではないか。嵐

子のタンゴに我々が魅せられるのも、まさにここにある、と思うのである。 
（文中、敬称略） 

 
（おおるい・よしひろ：当会事務局長。著書『ある華僑の戦後日中関係史―日中交流のはざま

に生きた韓慶愈』（明石書店）、論考に「水稲王 藤原長作物語―中国の大地に根づいた日中友好の

絆」「国際主義を超えて HOMARANISMOを！―Ｋ・マルクスからＬ・ザメンホフの人類人主義へ―

などがある） 

 

タンゴに過去の思いを込めた嵐子
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≪日中国交正常化 45 周年企画≫ 

方正日本人公墓建立を許可した周恩来の足跡を訪ねて 
今年は日中戦争の発端となった盧溝橋事件から 80 周年という年でもあります。日本の敗

戦後、やっと日中間の国交が回復してから 45 年目という年、国交正常化を果たす上で重要

な役割を果たし、また方正日本人公募建立を許可した国際的ヒューマニスト・周恩来総理

の足跡を訪ねる旅を企画しました。ぜひご参加をお待ちしています。 
 
日程 ８月 22 日（火） 羽田発(CA184)  8：30 
                        北京着      11：20 
             午後 周恩来が在学中に五四運動の指導をした天津へ 
             古文化街など見学 
   ８月 23 日（水） 天津 周恩来鄧穎超記念館、研究者の講話を予定 

周恩来の母校・南開大学 溥儀が暮した静園、周が国

際的な視野を培ったイギリス租界の五大道を視察 
   8 月 24 日（木）  午前 アロー戦争や義和団事件ゆかりの望海楼教会 
                天津発(8L-9648) 13：10 
        淮安着  14：35 
                  午後 周恩来の出生地、淮安へ 
            周恩来故居、周恩来紀念館、 

周恩来幼年期の読書旧跡 
   8 月 25 日（金） 淮安 午前 川町下、漕運広場内の総督署と水上輸送博物館 

午後 南京へ  周恩来が国民党政府と和平交渉を行う 
為に滞在した梅園新村紀念館 

            辛亥革命後の中華民国臨時政府の中心・総統府 
   8 月 26 日（土） 南京 午前発～（高速鉄道）～紹興へ 午前着 
         午後 父方の実家である周恩来祖居、 

魯迅故居、三味書屋、紹興酒工場 
   8 月 27 日（日） 紹興 午前 杭州の西湖を経て上海へ その後空路帰国 
       上海発(CA157) 17：20  
           成田着  20：40 
 
旅行代金 ￥２２７,０００ 
募集人員 15 名～25 名を予定しています。（最小催行人員 15 名、添乗員１名同行） 

旅行企画・実施 ㈱富士国際旅行社（募集型企画旅行） 担当：堀米
ほりごめ

亘  

申込み先 電話：03－3357－3377 ＦＡＸ：03－3357－3317 
 

企画 方正友好交流の会 後援 一般社団法人日中科学技術文化センター 
     連絡は大類善啓まで。電話：03－3295－0411 または 090－2768－3338 

<日中国交正常化45周年企画>

方正日本人公墓建立を許可した周恩来の足跡を訪ねて

旅行代金琴 2279000

募集人員 Jl5名～25名を予定しています。 （最小催行人員 15名、添乗員1名同行）

旅行企画。実施 閥富士国際旅行社 （募集型企画旅行） 担当：堀米亘

申込み先電話： 1(])3-3357-3377 FAX: 1(])3-3357-33Jl7 

企画方正友好交流の会後援一般社団法人日中科学技術文化センター

連絡は大類善啓まで。電話： 03-32¥9l5-04Uまたは090-2768-3338
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方正
ほうまさ

日本人公墓が私たちに問いかけるもの 

――「方正友好交流の会」へのお誘い―― 
1945 年の夏、ソ連参戦と続く日本の敗戦は、旧満洲の開拓団の人々を奈落の底に突き落

としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒にさらされ、飢えと疫病によって

多くの人々が方正の地で息絶えました。それから数年後、累々たる白骨の山を見た残留婦

人がなんとかして埋葬したいという思いは、県政府から省政府を経て中央へ、そして周恩

来総理のもとまでいき、中国政府よって「方正地区日本人公墓」が建立されました。中国

ではまだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない 1963 年、中国政府は、中国人民同様わが

同胞の死も、日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人開

拓民たちのおよそ４５００人が祀られているこの公墓は、中国広しといえどもこの方正に

あるものだけです。（黒龍江省麻山地区でソ連軍の攻撃に遭い、400 数十名が集団自決した

麻山事件の被害者たちの公墓も 1984 年に建立され、この方正の地にあります） 

 この公墓の存在は、私たちの活動もあり徐々にではありますが、人々に知られるように

なりました。民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって管理維持されている

公墓の存在を、更に多くの人々に知ってもらおう。「愛国主義」ではなく、民衆レベルでの

国際的な友愛精神を広めていこうと設立したのが「方正友好交流の会」です。当会の前身

は１９９３年に設立され、２００５年６月に再発足し、日中友好の原点の地ともいうべき

「方正」に光を当てたいと活動しております。 

 

個人会員 一口 １,０００円  団体・法人会員 一口 １０,０００円 

（口数は最低一口、上限はありません） 

方正友好交流の会 
101－0052 東京都千代田区神田小川町３－６（社）日中科学技術文化センター内 

電話 03ー3295ー0411 FAX 03―3295－0400 E-mail：ohrui@jcst.or.jp 

郵便振替口座番号 00130―5―426643 加入者名 方正友好交流の会 

HP アドレス：http:/www.houmasa.com/ 

方正日本人公墓が私たちに問いかけるもの

「方王友好交流の会」へのお誘い

1945年の夏、ソ連参戦と続く 日本の敗戦は、 旧満洲の開拓団の人々を奈落の底に突き落

としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒にさらされ、飢えと疫病によって

多くの人々が方正の地で息絶えま した。それから数年後、累々たる白骨の山を見た残留婦

人がなんとかして埋葬したいという思いは、県政府から省政府を経て中央へ、そして周恩

来総理のも とまでいき、中国政府よって「方正地区H本人公墓」が建立されま した。 中国

ではまだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない 1963年、中国政府は、中国人民同様わが

同胞の死も、 日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。 日本人開

拓民たちのおよそ4500人が祀られているこの公墓は、中国広しといえどもこの方正に

あるものだけです。（黒龍江省麻山地区でソ連軍の攻撃に遭い、 400数十名が集団自決した

麻山事件の被害者たちの公墓も 1984年に建立され、この方正の地にあります）

この公墓の存在は、私たちの活動もあり徐々にではありますが、人々に知られるように

なりました。民族の憎悪を乗り趣えて建立され、中国の人々によって管理維持されている

公墓の存在を、更に多くの人々に知ってもらおう。「愛国主義」ではなく、民衆レベルでの

国際的な友愛精神を広めていこうと設立したのが「方正友好交流の会」です。当会の前身

は19 9 3年に設立され、 2005年6月に再発足し、日中友好の原点の地ともいうべき

「方正」に光を当てたいと活動しております。

個人会員ーロ 1,000円 団体。法人会員ーロ 10,000円

（口数は最低ーロ、上限はありません）

方王友好交流の会

1([])1-([])([])52 東京都千代田区神田小川町3-6 （社）日 中科学技術文化センター内

電話 ([])3-3295-([])411 野立([])3-3295-([])4([])([]) 国maii: ohmi@jcsも。OI。jp

郵便振替口座番号 ([])([])13([])-5-426643 加入者名 方正友好交流の会

H巴アドレス： hももp:／可叩心o1Lllmasa。COmJ
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≪報告≫       ありがとうございました！ 

前号の会報 23 号入稿後、2016 年 12 月 8 日以降にカンパをお寄せいただいた方、また新

たに会員になられた方々のお名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。ありがとうご

ざいました。（敬称略、受取った順に記載しました。2017 年 4 月 26 日現在） 
武吉次朗 野沢太三 及川淳子 高木昴 矢吹晋 榎戸吉定 小柴玲子 篠原淳子 小

畑正子 高木凉子 篠田欽次 山内良子 小出公司 肥後茂樹 芳村晶好 宮田一郎 大

島満吉 清水孝一 田中正昭 山口真 正田昌晴 奥田俊夫 大西広 藤原作弥 貞平浩 

小倉光雄 岡百合子 塩野泰彦 石原健一 阿久津国秀 﨑山ひろみ 小玉正憲 田澤仁 

柳瀬恒範 神田さち子 高橋甫子 篠原国雄 芹澤昇雄 小野寺喜一郎 高田京子 田村

正篤 山川梅子 吉川孝人 中村ふじゑ 松澤康雄 瀧亀久男 佐藤喜作 小島正憲 山

田敬三 金倉美佐恵 田中佐二郎 窪田かづよ 成田晃一 吉岡孝行 石田武夫 鵜沢弘 

小関光二 岩噌弘三 岩間孝夫 鳥島せい子 石橋辰巳 末広一郎 佐藤千栄子 NPO
法人やまなみ 中島紀子 仰木忠幹 出口三平 亀山英雄 木戸冨美江 天竺桂尚穂 伊

原忠 園木宏志 川合継美 毛利悦子 石田和久 杉田春恵 藤井盛 蘓武多四郎 高橋

守男 鈴木秀年 滝永登 望月迪洋 團野廣一 千田優子 長谷川順一 山下くに 林幸

子 可児力一郎 渡辺一枝 黒岩満喜 由井格 平沢千恵子 村田吉隆 下山田誠子 水

城可 深山信雄 落合智恵子 今村隆一 高橋健男 前田滋子 近藤耀子 清島一順 上

条八郎 小林浄子 石橋実 望月信孝 依田高明 久保和男 長谷部郁子 照山真木子 

涌井哲夫 鈴木敏夫（葛飾区） 内山則夫 富田宗廣 山下美子 広田彰夫 矢島敬二 土

橋貞夫 宮腰直子 石塚さとし 名取敬和 酒井武史 立岩眞理子 寺本康俊 丹野雅子 

横堀谿 木村護郎クリストフ 藤村光子 金丸千尋 島辰夫 林郁 新谷陽子 新田百合

子 宮武正明 南雲英雄 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
＜編集後記＞    
 前号は、両陛下が満蒙記念館を訪問されたことを大きく取り上げた故か反響はすこぶる多

かった。安倍政権やそれを取り巻く日本会議などが戦前の戦争史観を肯定的に捉え、日本の

過ちを正面から直視しない状況の中、「過去をしっかりと見据えなければいけない」という

両陛下の思いと行動は、それ故にこそ、今後も大いにアピールしたいと思っている。 
先日ある集会で、講演者が天皇退位の問題に触れて、「天皇制廃止という選択があるでし

ょ！」と話したところ、拍手する人たちがいて、性根がすわった気骨ある人たちがまだまだ

健在なのだと思った。今日の右傾化状況を見るにつけ私たちが、昭和天皇やメディアの責任

をも含めて、戦争責任をついぞ徹底的に追及してこなかったつけが今日来ているのだと思っ

ている。多忙の中、寺沢さんに再び、両陛下に関して原稿を依頼したが、一言、このことを

つけ加えておきたい。またこれからも、田平正子、千田優子氏らのような＜満蒙＞の枠にと

らわれず、精神的に豊かな未来を志向できるような原稿を載せたいと思っている。会員、非

会員を問わず、いろいろな方からの原稿を期待したい。（大類） 
≪表紙写真撮影：寺沢秀文≫ 
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<報告> ありがとうございました！

武吉次朗野沢太三及川淳子高木昴矢吹晋榎戸吉定 小柴玲子篠原淳子小

畑正子高木涼子篠田欽次山内良子小出公司肥後茂樹芳村晶好宮田一郎大

島満吉清水孝一 田中正昭山口真正田昌晴奥田俊夫大西広藤原作弥貞平浩

小倉光雄岡百合子塩野泰彦石原健一阿久津国秀崎山ひろみ小玉正憲田澤仁

柳瀬恒範神田さち子高橋甫子篠原国雄芹澤昇雄小野寺喜一郎高田京子田村

正篤 山川梅子吉川孝人中村ふじゑ松澤康雄瀧亀久男佐藤喜作 小島正憲 山

田敬三金倉美佐恵田中佐二郎 窪田かづよ成田晃一吉岡孝行石田武夫鵜沢弘

小関光二岩噌弘三岩間孝夫鳥島せい子石橋辰巳末広一郎佐藤千栄子 N穴0

法人やまなみ中島紀子仰木忠幹出口三平亀山英雄木戸冨美江天竺桂尚穂伊

原忠園木宏志 川合継美毛利悦子石田和久杉田春恵藤井盛藤武多四郎 高橋

守男鈴木秀年滝永登望月迪洋圏野廣一千田優子長谷川順一山下くに林幸

子可児カ一郎渡辺一枝黒岩満喜由井格平沢千恵子村田吉隆下山田誠子水

城可深山信雄落合智恵子今村隆一高橋健男前田滋子近藤耀子清島一順 上

条八郎小林浄子石橋実望月信孝依田高明久保和男長谷部郁子照山真木子

涌井哲夫鈴木敏夫（葛飾区） 内山則夫富田宗廣 山下美子広田彰夫矢島敬二土

橋貞夫宮腰直子石塚さとし名取敬和酒井武史立岩慎理子寺本康俊丹野雅子

横堀硲木村護郎ク リストフ藤村光子金丸千尋島辰夫林郁新谷陽子新田百合

子宮武正明南雲英雄
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